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科学者コミュニティーの「常識」
山岸俊男

　21 世紀ＣＯＥから数えれば、COE プログラムはそろそろ 7 年目
を終わろうとしています。21 世紀 COE で構築した基盤をもとに、
社会に対して貢献できる成果を生み出していくというのが、グロー
バル COE 拠点が今後果たすべき役割だと言えるでしょう。もちろ
んそれぞれの拠点は独自の研究・教育目標の達成のために、日夜
努力を続けられているのだと思います。しかし、それぞれの拠点
がそれ独自でいくら頑張っても達成できないこともあります。そ
れは、研究と教育に関しての「常識」－－－科学者コミュニティー
についての常識－－－を変えるということです。
　科学の発展は、科学者のコミュニティーがなければ成り立ちま
せん。いくら優れた発見をしても、その発見を追試し、またその
意義を理解してくれる科学者コミュニティーがなければ、その発
見はなかったのと同じことになってしまいます。また科学者の間
の知的な競争も、科学者コミュニティーがなければ生まれません。
この意味で、科学の発展を支えるのは一人ひとりの科学者の努力
であると同時に、科学者コミュニティーのあり方にあります。残
念ながら、これまでの日本における心の研究が国際的に大きなイ
ンパクトを持ちえなかった一つの理由は、日本において心の研究
に携わっている科学者のコミュニティーが、より大きな世界のコ
ミュニティーから相対的に孤立していたからだと考えられます。
これは多分、日本のコミュニティーが世界からの相対的独立を維
持するのに十分なだけ大きく、世界のコミュニティーに参加する
ためのインセンティブに欠けていたためでしょう。それが、科学
者コミュニティーについての「日本的」な常識を生み出してしまっ
たのだと思われます。
　21 世紀 COE とグローバル COE には、心の研究に関して世界の
先端研究を担う研究者の育成をめざす 4 つの拠点－－－慶應義塾大
学、京都大学、お茶の水大学、北海道大学－－－が採択されています。
それぞれの拠点の内部では、この日本的な常識が変わりつつあり、
科学者コミュニティーが世界に対して開かれたものである、逆に
いえば、一人ひとりの研究者は世界中の科学者コミュニティーに
属しているのだという認識が、大学院生や若手研究者の間で常識
となりつつあります。この常識の変化を心の研究にかかわる科学
者全体に広げることが今後 4 拠点全体に対して求められることで
あり、そのためには 4 拠点の間の連携が必要となるはずです。こ
れまでも拠点間の連携に対して推進役を務められてきた慶応大学
拠点には、4 拠点の連携に向け、今後もこれまで以上に大きな役
割を果たされることを期待します。
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